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調査研究の観点及び各教科書の特徴 

発行者  

観点 
２ 東書 ４ 大日本 １１ 学図 １７ 教出 ６１ 啓林館 １１６ 日文 

基礎・基本の 

定着 

 

第１学年 

「１０の合成・

分解」における

学習の流れと

習熟を図る活

動 

 

 

第２学年 

「九九」におけ

る基礎的・基本

的な知識・技能

を定着させる

ための工夫 

 
【学習の流れ】 
〇ケースに入った１０個のブロック
のうち，見える個数と蓋で見えな
い個数を，挿絵を見て考え，「１０
は□と□」で書き出す。（８組…４
と６は例示） 

〇「さくらんぼ」状に一方の数が示
され，対応する１０の補数を考え
て書く。（８組…４と６は例示） 

〇さくらんぼの一方の数も自分で決
め，対応する補数を書く。（３組） 

 
 
【習熟を図る活動】 
〇教師が示したフラッシュカードの
数字を見て１０の補数を答える。 

〇５列５行に並んだ数字を見て，１
０になる２つの数の並びを縦・横・
斜めで見つけて囲む。 

 
 
 
 
【九九の読み…例 四九３６】 
〇四九の上にルビを表記している。 
〇36 の上中央揃えで，字幅を縮小せ
ずにルビを表記している。 

 
〇四九と３６の字間は１字分ある。 
 
 
【九九の練習の仕方の例示】 
〇４の段学習後の「九九のれんしゅ
う」のページに，九九のカードを
使った一人練習２つと二人練習２
つをまとめて示し，各段のページ
に，当ページ番号を示している。 

〇全段学習後の「九九名人をめざそ
う」のページに，「答えの大きい方
から」「途中から」「ばらばらに」
読みやその記録カードを示してい
る。 

〇４の段学習後のページに，「九九ビ
ンゴ」の仕方を示している。 

 
【学習の流れ】 
〇ケースに入った１０個のブロック
のうち，見える個数と蓋の下に透
けて見える個数を，挿絵を見て考
え，「１０は□と□」で書き出す。
（８組…４と６は例示） 

〇１０になる組み合わせを順に並べ
たブロックの絵や数をみて，並び
方や組み合わせのきまりを見つけ
る。 

 
 
 
【習熟を図る活動】 
〇５列５行に並んだ数字を見て，１
０になる２つの数の並びを縦・横・
斜めで見つけて囲む。 

〇「おうちでさんすう」で，ババ抜
きの要領で１０を作るトランプゲ
ームを紹介している。 

 
 
 
【九九の読み…例 四九３６】 
〇四九の上にルビを表記している。 
〇３６の上中央揃えで，字幅を縮小
せずにルビを表記している。 

 
〇四九と３６の字間は２字分ある。 
 
 
【九九の練習の仕方の例示】 
〇２～７の段までの学習ページに，
九九のカードを使った一人練習１
つと二人練習５つを，一つずつ示
している。 

 ８の段では，ビンゴやカードゲー
ムでの練習を促している。９の段
と１の段では特に示されていな
い。 

〇４の段学習後のページに，「かけ算
ビンゴ」と九九カードゲーム２種
の仕方を示している。 

〇全段学習後の「おうちで算数」に，
「かけ算しりとり」の仕方を示し
ている。 

 
【学習の流れ】 
〇１０になる組み合わせを順に並べ

たブロックの挿絵を見て，「□と
□」やＴ字に仕切られた表の下段
に１０になる数の組み合わせを書
き込む。（８組…１と９は例示） 

 
 
 
 
 
 
 
【習熟を図る活動】 
〇クループで，ババ抜きの要領で１

０をつくるドット図カードゲーム
を行う。 

〇４列４行に並んだ数字を見て，１
０になる２つの数の並びを縦・横・
斜めで見つけて囲む。 

 
 
 
【九九の読み…例 四九３６】 
〇四九の上にルビを表記している。 
〇３６の上中央揃えで，字幅を縮小

してルビを表記している。（６の段
以降では縮小せず表記している。） 

〇四九と３６の字間は２字分ある。 
 
 
【九九の練習の仕方の例示】 
〇全ての段の学習ページに，「九九の

カードを作ってれんしゅうしまし
ょう。」とカードの表面と裏面の例
を示している。具体的な練習の仕
方は示されていない。 

〇４の段学習後のページに，九九カ
ードゲーム２種の仕方を示してい
る。 

〇巻末にかけ算ゲーム２種の仕方を
示している。 

 
【学習の流れ】 
〇ケースに入った１０個のブロック
のうち，蓋の下に透けて見える個
数を，挿絵を見て考え，「２と□で
１０」の□に書く（４組…４と□
は一斉） 

〇順序良く並べられたブロックの挿
絵を見て，「１０は〇と〇」で書き
込む。（９組） 

〇折込に組み合わせと並び方のきま
りが，ドット図とブロック図とと
もにまとめて示されている。 

 
【習熟を図る活動】 
〇神経衰弱の要領で１０になる２つ
の数を見つける。 

〇かるたの要領で１０の補数を見つ
ける。 

〇５列５行に並んだ数字を見て， 
１０になる２つの数の並びを縦・
横・斜めで見つけて囲む。 

 
 
【九九の読み…例 四九３６】 
〇四九の上にルビを表記している。 
〇３６の上右揃えで，字幅を縮小せ
ずにルビを表記している。 

 
〇四九と３６の字間は１字分ある。 
 
 
【九九の練習の仕方の例示】 
〇４の段学習後の「九九のれんしゅ
う」のページに，九九のカードを
使った一人練習２つと二人練習１
つ，三人練習 1 つをまとめて示し，
２～５の段のページに，当ページ
番号を示している。 

 ６～９の段では，「九九のカードを
使って，れんしゅうをしましょ
う。」と示している。 

〇よくあるまちがいが具体的に示さ
れ，注意を促している。 

〇４の段学習後のページに，九九カ
ードゲーム２種と「九九ビンゴ」
の仕方を示している。 

 
【学習の流れ】 
〇おはじき入れの場面で，１０個の
おはじきのうち，円の中の個数と
円の外の個数を数える。（２組） 

〇１０になる組み合わせで色分けさ
れ，順に並んだドット図を見て，
１０になる数の組み合わせを書き
込む。（８組…１と９は例示） 

 
 
 
 
 
【習熟を図る活動】 
〇数やドット図を見て１０の補数を
答える。（４組） 

〇机上に広げた数カードから，１０
になる２つの数を見つけて取る。 

 
 
 
 
 
【九九の読み…例 四九３６】 
〇四九の上にルビを表記している。 
〇３６の上にルビを表記していな
い。 

 
〇四九と３６の字間は２字分ある。 
 
 
【九九の練習の仕方の例示】 
〇２～５の段までの学習ページに，
九九のカードを使った一人練習２
つと二人練習１つ，三人練習１つ
を，一つずつ示している。それら
を「カードれんしゅう」のページ
にまとめて示し，５～９の段に当
ページ番号を示している。 

〇初めの５の段の学習ページで，巻
末の切り取り教具「九九の円ばん」
を使った練習を促している。 

 
【学習の流れ】 
〇１０になる組み合わせを順に並べ
たブロックの挿絵を見て，「□と
□」に１０になる数の組み合わせ
を書き込む。（９組） 

〇ケースに入った１０個のブロック
のうち，見える個数と蓋で見えな
い個数を，挿絵を見て考え，「１０
は□と□」で書き出す。（８組…３
と７は例示） 

 
 
 
【習熟を図る活動】 
〇教師が示したフラッシュカードの
数を見てブロックを操作し，１０
の補数を答える。 

〇机上に広げた数カードから，１０
になる２つの数を見つけて取る。 

〇５列５行に並んだ数字を見て，１
０になる２つの数の並びを縦・横・
斜めで見つけて囲む。 

 
【九九の読み…例 四九３６】 
〇四九の上にルビを表記している。 
〇３６の上中央揃えで，字幅を縮小
してルビを表記している。（他の段
でも同様に縮小して表記してい
る。） 

〇四九と３６の字間は３字分ある。 
 
【九九の練習の仕方の例示】 
〇２の段の学習ページで，「九九のカ
ードをつくってれんしゅうしよ
う。」とカードの表面と裏面の例を
示している。全段学習後に，九九
カードゲームでの練習を促してい
る。 

〇巻末の折込ページに切り取り式の
九九マスターカードがあり，「上か
ら」「下から」「ばらばら」読みを
促している。 

〇４の段学習後のページに，九九カ
ードゲーム２種の仕方を示してい
る。 

〇巻末の折込ページに「九九ビンゴ
ゲーム」の仕方を示している。 

 



 

発行者 

観点 
２ 東書 ４ 大日本 １１ 学図 １７ 教出 ６１ 啓林 １１６ 日文 

主体的に学習

に取り組む 

工夫 

 

第５学年 

「平面図形の

性質」におけ

る導入及び問

題解決的な学

習を実施する

ための工夫 

 

 

単元末におけ

る興味・関心

を高める工夫 

【単元名】図形の角を調べ

よう 
○図やイラスト等で日常の
場面や既習を取り上げ，
対話により単元の学習課
題をつくる「単元プロロ
ーグ」がある。（１Ｐ） 

円の半径を使ってかいたい
ろいろな二等辺三角形の角
の大きさを調べる。 
 
 
【三角形（帰納的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○三角形の３つの角の大き

さには，どのようなきま
りがあるか，調べてみま
しょう。 

・いろいろな三角形をかい
て，下の図のようにして
３つの角の大きさの和を
しらべましょう。 

 
 
【四角形（演繹的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○四角形の４つの角の大き

さの和は，何度になりま
すか。 

・次のページの～さんの図 
を見て，～さんの考えを
式に表し，説明しましょ
う。 

【まとめ】 
○四角形の４つの角の大き

さの和は，四角形を三角
形に分けて考えれば求め
ることができる。四角形
の４つの角の大きさの和
は，３６０°になる。 

 
【多角形への発展】 
○五角形・六角形→七角

形・八角形 
【単元末の工夫】 
○対話により，単元全体の

学習を振り返り，価値づ
けたり，次の学習を創出
したりする「つないでい
こう算数の目」がある。
（１Ｐ） 

【単元名】図形の角の大き

さを調べよう 
○イラスト等の場面から，
問題や疑問を見いだす
「新しい学習がはじまる
よ」がある。（１Ｐ） 

 
三角定規の３つの角の大き
さの和を確認し，同じ三角
定規２まいを使ってできる
三角形の角の大きさを調べ
る。 
【三角形（帰納的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○三角形の３つの角の大き
さの和を，いろいろな方
法で調べましょう。 

・いろいろな三角形をかい
て，角の大きさを分度器
ではかって調べましょ
う。 

 
 
 
【四角形（演繹的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○四角形の４つの角の大き
さの和が何度になるか調
べましょう。 

・～さん，～さん，～さん
の考えの良いところや，
似ているところについて
話し合いましょう。 

【まとめ】 
○四角形をいくつかの三角
形に分けて，すでにわか
っている三角形の性質を
使うと，四角形の４つの
角の大きさの和が３６
０°であることを説明で
きます。 

【多角形への発展】 
○五角形・六角形→七角
形・八角形 

【単元末の工夫】 
○算数が社会で生かされて
いることを実感できる
「ふくろう先生のなるほ
ど算数教室」がある。（１
～２Ｐ） 

【単元名】三角形や四角形

の角について調べよう 
○イラスト等から，日常や
算数の授業の中で疑問が
生まれる場面，「？を発
見」がある。（１Ｐ） 

 
三角定規の３つの角の大き
さの和を確認する。 
 
 
 
【三角形（帰納的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○右の直角三角形で，Ａの
角を６０°，５０°，４
０°と小さくして，頂点
Ｂを頂点Ｃに近づけま
す。このときの角の大き
さについて調べましょ
う。 

・三角形の３つの角の大き 
さの和がどうなるか，話
し合いましょう。 

【四角形（演繹的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○四角形の４つの角の大き
さの和について，調べま
しょう。 

・四角形の４つの角の大き
さの和は何度になります
か。いろいろな方法で調
べましょう。 

【まとめ】 
○どんな四角形でも，４つ
の角の大きさの和は３６
０°です。 

 
 
 
 
【多角形への発展】 
○五角形→六角形→七～九
角形 

【単元末の工夫】 
○単元により生活の中で算
数を役立てることが意識
できる「深めよう 生活
にいかす」がある。（１
Ｐ） 

【単元名】合同な三角形・

四角形 
○身近な題材から問題を発
見し，算数の問題として
モデル化する「どんな学
習がはじまるのかな？」
がある。（２Ｐ） 

三角形をまっすぐにならべ
られるか，２種類の三角形
で考える。 
 
 
【三角形（帰納的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○三角形の３つの角の大き
さには，どんなきまりが
あるか調べましょう。 

・いろいろな三角形で３つ 
の角の大きさの和が何度
になるか調べましょう。 

 
 
 
 
【四角形（演繹的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○四角形の４つの角の大き
さには，どんなきまりが
あるか調べましょう。 

・～さんの考えを説明しま
しょう。 

 
 
【まとめ】 
○四角形の４つの角の大き
さの和は３６０°です。 

 
 
 
 
 
【多角形への発展】 
○五角形→六～八角形→十
角形 

【単元末の工夫】 
○単元で学習したことを日
常生活に活用する「学ん
だことを使おう」があ
る。（１Ｐ） 

【単元名】合同な図形 

○日常の事象や既習事項か 
ら問題を見いだす「単元
とびら」がある。（１
Ｐ） 

 
 
 
合同な三角形を横にならべ
て，テープのような形にし
きつめる。 
 
【三角形（帰納的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○三角形の３つの角の大き
さについて調べてみまし
ょう。 

・どんな三角形でも，３つ
の角の大きさの和は１８
０°になりますか。自分
で形や大きさを決めて三
角形をかき，１の○イや○ウ
のしかたで調べてみまし
ょう。 

【四角形（演繹的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○四角形の４つの角の大き
さの和を求めてみましょ
う。 

・四角形を三角形に分けて
調べて，４つの角の大き
さの和が３６０°になる
ことを説明しましょう。 

【まとめ】 
○四角形の４つの角の大き
さの和は３６０°です。 

 
 
 
 
 
【多角形への発展】 
○五角形→六角形・七角形
→八角形 

【単元末の工夫】 
○日常の事象や算数の学習
場面から見いだした問題
を解決する「学びをいか
そう」や仕事と算数との
関わりを記した「ひろが
る算数」がある。 

【単元名】ぴったり重なる

形と図形の角を調べよう 
○操作活動や既習内容の振
り返りや関連付け等から
新しい学習への素地づく
りを行う「単元アプロー
チ」がある。（１Ｐ） 

合同な三角形なら，どんな
形でもしきつめられるの
か，３種類の三角形で考え
る。 
 
【三角形（帰納的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○三角形の３つの角の大き
さには，どのようなきま
りがありますか。 

・いろいろな形の三角形を
紙にかいて，３つの角の
大きさの和を調べましょ
う。 

 
 
 
【四角形（演繹的な考え方）】 
課題提示○と主な発問・ 
○四角形の４つの角の大き
さの和は，何度になりま
すか。 

・考えを発表し合い，四角
形の４つの角の大きさの
和について話し合いまし
ょう。 

【まとめ】 
○四角形の４つの角の大き
さの和は３６０°です。 

 
 
 
 
 
【多角形への発展】 
○五角形・六角形→七角形
→八角形・九角形 

【単元末の工夫】 
○作業的・体験敵な活動や
学習したことを実際の場
面に活用して，算数と生
活の関連を示す「Ｈｅｌ
ｌｏ Ｍａｔｈ」があ
る。 



 

発行者 

観点 
２ 東書 ４ 大日本 １１ 学図 １７ 教出 ６１ 啓林 １１６ 日文 

内容の構成・ 

配列・分量 

 

単元や資料等 

の配列 

（単元の配列，

ページ数・単元

数，冊数・重さ） 

 

 

中学校との関連

に関する内容の

記述 

（中学校との接

続に関わる記述

ページ数，６年

発展的な内容ペ

ージ数） 

 
【単元や資料等の配列】 
○習熟に時間を要する内容

やスパイラルに学習する
ことが有効な内容につい
ては，２つの単元に分け
て段階的に取り扱ってい
る。 

 
 
 
 
 
【ページ数・単元総数】 
○低学年平均２１５Ｐ 
中学年平均３１０Ｐ 
高学年平均２９５Ｐ 
単元総数９８ 
 

【冊数・６年教科書重量】 
○１～５年２冊 
６年１冊  
６年４７５ｇ  

○１年では，幼保小の接続を
意識し，入門期に特化し
た，ノート機能を備えた大
判（Ａ４判）の分冊がある。 
 

【中学校との関連に関わる
記述】 

○６年「データの活用」にお
ける中学校との接続に関
わる記述１．５Ｐ 

○６年発展的な内容 
 ７．５Ｐ 

 
【単元や資料等の配列】 
○目次に各単元に関連する 

既習や以降の学習を記載
し，学びの系統がわかり
やすくなっている。また，
他教科との関連がある学
習や，合科での扱いが可
能な学習には他教科リン
クマークをつけるなどし
ている。 
 
 

【ページ数・単元総数】 
○低学年平均２１０Ｐ 

中学年平均２７５Ｐ 
高学年平均２７９Ｐ 
単元総数１００ 

 
【冊数・６年教科書重量】 
○各学年１冊 
６年４４０ｇ  

○全学年 1冊の合本とし１
年間の指導の見通しをた
てやすくしている。 

 
 
 
【中学校との関連に関わる
記述】 

○６年「データの活用」に
おける中学校との接続に
関わる記述２．５Ｐ 

○６年発展的な内容 
１０．７５Ｐ 

 
【単元や資料等の配列】 
○目次で，関連のある既習
単元のつながりを提示
し，系統的な配列が見え
るようになっている。ま
た，既習事項が明白な単
元小単元の導入では解答
や解説が見えない構成に
なっている。 

 
 
 
【ページ数・単元総数】 
○低学年平均２４１Ｐ 
中学年平均３１１Ｐ 
高学年平均３１２Ｐ 
単元総数１２０ 

 
【冊数・６年教科書重量】 
○１～６学年２冊  
６年４８５ｇ  

○６年には「見方・考え
方」を振り返り中学校の
内容に触れる別冊があ
る。 
 
 
 

【中学校との関連に関わる
記述】 

○６年「データの活用」に
おける中学校との接続に
関わる記述８Ｐ 

○６年発展的な内容 
３３．５Ｐ 

 
【単元や資料等の配列】 
○「はてな」「なるほど」 

「だったら」という言葉
を用いて，問いの連続を
意識した単元構成にして
いる。また，学年を越えて
学び直しができるように
「学びのマップ」「学びの
手引き」を設けている。 

 
 
 
【ページ数・単元総数】 
○低学年平均２２９Ｐ 
中学年平均３２２Ｐ 
高学年平均２９１Ｐ 
単元総数９７ 
 

【冊数・６年教科書重量】 
○２～４年２冊 
１・５・６年 1冊  
６年４５０ｇ 
 
 
 
 
 

【中学校との関連に関わる
記述】 

○６年「データの活用」に
おける中学校との接続に
関わる記述１Ｐ 

○６年発展的な内容 
９．５Ｐ 

 
【単元や資料等の配列】 
○目次で，単元内容とそれ
に関連する全学年までの
既習事項が示され，系統
をふまえて学習内容が概
観できるようになってい
る。また，「これまでに学
んだこと」「この本でまな
ぶこと」「学びのサポー
ト」の３つの項目に分け
られて示されている。 

 
【ページ数・単元総数】 
○低学年平均２３３Ｐ 
中学年平均３０４Ｐ 
高学年平均２９９Ｐ 
単元総数１０７ 

 
【冊数・６年教科書重量】 
○２～４年２冊 

１・５・６年１冊 
６年４８５ｇ 

 
 
 
 
 
【中学校との関連に関わる
記述】 

○６年「データの活用」に
おける中学校との接続に
関わる記述２Ｐ 

○６年発展的な内容 
６．５Ｐ 

 
【単元や資料等の配列】 
○低学年は単元を分散的に
構成し，同じ内容が長い
期間続かないようにし，
高学年は関連する内容を
まとめた配列にしてい
る。また，単元前には「次
の学習のために」を設け，
既習事項を確認してから
新しい学習が始められる
ようにしている。 

 
【ページ数・単元総数】 
○低学年平均２３５Ｐ 

中学年平均３０８Ｐ 
高学年平均２９７Ｐ 
単元総数１００ 

 
【冊数・６年教科書重量】 
○１～５年２冊 
６年１冊 
６年４７５ｇ 

 
 
 
 
 
【中学校との関連に関わる
記述】 

○６年「データの活用」に
おける中学校との接続に
関わる記述１Ｐ 

○６年発展的な内容 
１３．２５Ｐ 

 

 

 



発行者 

観点 
２ 東書 ４ 大日本 １１ 学図 １７ 教出 ６１ 啓林 １１６ 日文 

内容の 

表現・表記 

 

イラスト・写真・

吹き出し等の活

用 

（キャラクター

等の活用，視覚

資料・図表等の

扱い，デジタル

コンテンツの扱

い） 

 
【イラスト・吹き出し・キャ
ラクター等の活用】 

○キャラクター（ますりん）
や６人の児童の吹き出し
を配置している。各時の終
わりにページの下方に学
習を価値付けたり，次の学
びを創り出したりする児
童の姿が表されている。 

 
 
 
【視覚資料・図表等の扱い・
読みやすさ】 

○文字の視認性にすぐれた 
ＵＤ教科書体を使用し，
節で改行して読みやすく
している。重要語句は太
文字に加え波下線を付け
ている。ページ番号は単
元ごとに色を変えてい
る。 

 
 
 
【デジタルコンテンツ】 
○表紙裏にあるＵＲＬや二

次元コードからコンテン
ツにアクセスできる。（コ
ンテンツ数８５）対応す
る箇所にはＤマークを示
している。 

 
【イラスト・吹き出し・キャ
ラクター等の活用】 

○キャラクター（うさぎ）や
６人の児童，先生の吹き
出しを配置している。 

 
 
 
 
 
 
 
【視覚資料・図表等の扱い・
読みやすさ】 

○全面的にユニバーサルデ
ザインフォントを使用し，
読みやすい位置で改行し
ている。ページの右上に単
元名を記載したインデッ
クスがあり，領域別に色が
変えてある。 

 
 
 
 
【デジタルコンテンツ】 
○「『楽しい算数』の使い方」

にあるＵＲＬや二次元コ
ードからコンテンツにア
クセスできる。（コンテン
ツ数８８）対応する箇所
には，デジタルコンテン
ツマークを示している。 

 

 
【イラスト・吹き出し・キャ
ラクター等の活用】 

○キャラクター（ロボッ 
ト２・モンスター９）や４
人の児童の吹き出しを配
置している。モンスター
は，見方・考え方を意識さ
せようとしている。 
 
 
 
 

【視覚資料・図表等の扱い・
読みやすさ】 

○大きさをＡＢ判にし，開き
やすく読みやすくすると
ともに，作業部分を広く
している。主要な本文書
体には独自に開発した書
体を使用している。絵図
に立体感がある。 

 
 
 
 
【デジタルコンテンツ】 
○対応する箇所にある二次

元コードからコンテンツ
にアクセスできる。（コン
テンツ数３３） 

 

 
【イラスト・吹き出し・キャ
ラクター等の活用】 

○キャラクター（どんぐり）
や４人の児童の吹き出し
を配置している。 

 
 
 
 
 
 
 
【視覚資料・図表等の扱い・
読みやすさ】 

○文字の視認性に優れたＵ
Ｄ教科書体を使用してい
る。読みやすい改行をし
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
【デジタルコンテンツ】 
○「学びの手引き」にあるＵ
ＲＬや二次元コードから
コンテンツにアクセスで
きる。（コンテンツ数 
５７）対応する箇所には，
「まなびリンク」マーク
を示している。作図の手
順も連続写真（動画にリ
ンク）示されている。（左
利きにも対応） 

 
【イラスト・吹き出し・キャ
ラクター等の活用】 

○キャラクター（えんぴつ
くん）や４人の児童の吹
き出しを配置している。 

 
 
 
 
 
 
 
【視覚資料・図表等の扱い・
読みやすさ】 

○教科書体を基本とし，Ｕ 
Ｄフォントを使用してい
る。１０のまとまりはタ
イルでなく数え棒で示し
ている。１年「わくわく
すたあと」の部分は書き
込んだり消したりしやす
いように特別な用紙を使
用している。 

 
 
【デジタルコンテンツ】 
○対応する箇所にある二次
元コードからコンテンツ
にアクセスできる。（コン
テンツ数３７０） 

 

 
【イラスト・吹き出し・キャ
ラクター等の活用】 

○キャラクター（りす）や 
６人の児童の吹き出しを
配置している。 
 
 
 
 
 
 
 

【視覚資料・図表等の扱い・
読みやすさ】 

○開発した教科書体を使
用。すべての文章を読み
やすい位置（文節）で改行
している。 

 
 
 
 
 
 
 
【デジタルコンテンツ】 
○目次にあるＵＲＬからコ
ンテンツにアクセスでき
る。対応する箇所には，Ｗ
ｅｂマークを示してい
る。（コンテンツ数４１） 

 

 

 

 

 



発行者 

観点 
２ 東書 ４ 大日本 １１ 学図 １７ 教出 ６１ 啓林 １１６ 日文 

言語活動の 

充実 

 

数学的な表現

を用いて自分

の考えを説明

する活動の工

夫（学習の流

れと説明した

り話し合った

りする活動の

記載例，記載

挿入単元数） 

 

 

思考を深める

ための記述の

工夫（ノート

指導の扱いと

記載例，ペー

ジ数） 

【学習の流れと言語活動】 

○特設ページ「学びのとび

ら」（２Ｐ）を設け，「友だ

ちと学ぼう」等の学習活動

ごとに観点を示し，また，

単元の中の「今日の深い学

び」においても観点を示

し，学習内容と関連づけて

いる。 

 

 

（記載挿入単元数） 

１年―０，２年―１ 

３年―３，４年―３ 

５年―３，６年―３ 

【ノート指導】 

○特設ページ「算数マイノー

トをつくろう」「算数マイ

ノートを学習に生かそう」

を設け，実際の児童のノー

トを例示し，書き方のポイ

ントや学習の感想を説明

している。 

（ページ数） 

１年―１Ｐ，２年―４Ｐ 

３年―８Ｐ，４年―８Ｐ 

５年―８Ｐ，６年―８Ｐ 

【学習の流れと言語活動】 

○特設ページ「算数まなびナ

ビ」（２Ｐ）を設け，「学び

合おう」等の学習活動ごと

に観点を示し，また，単元

の中の「学び合おう」にお

いても観点を示し，学習内

容と関連づけている。 

 

 

 

（記載挿入単元数） 

１年―０，２年―１ 

３年―１，４年―１ 

５年―１，６年―１ 

【ノート指導】 

○特設ページ「算数まなびナ

ビ～ノートのかき方～」を

設け，実際の児童のノート

を例示し，書き方のポイン

トを説明している。 

 

 

（ページ数） 

１年―１Ｐ，２年―２Ｐ 

３年―２Ｐ，４年―２Ｐ 

５年―２Ｐ，６年―２Ｐ 

【学習の流れと言語活動】 

○特設ページ「３つの学び方

で学習を進めよう」（２Ｐ）

を設け，「主体的な学び」

「対話的な学び」等の内容

を示し，学習内容と関連づ

けて説明している。 

 

 

 

 

（記載挿入単元数） 

１年―０，２年―０ 

３年―０，４年―０ 

５年―０，６年―０ 

【ノート指導】 

○特設ページ「考えるノー

ト」「まとめるノート」を

設け，実際の児童のノート

を例示し，書き方のポイン

トを説明している。 

 

 

（ページ数） 

１年―０Ｐ，２年―３Ｐ 

３年―３Ｐ，４年―４Ｐ 

５年―３Ｐ，６年―３Ｐ 

【学習の流れと言語活動】 

○特設ページ 「学習の進め

方」（２．５Ｐ）を絵と言

葉で具体的に示し，また，

その活動の観点を単元の

中でも示し，学習内容と関

連づけている。 

 

 

 

 

（記載挿入単元数） 

１年―０，２年―２ 

３年―２，４年―２ 

５年―２，６年―２ 

【ノート指導】 

○特設ページ「友だちのノー

トを見てみよう」を設け，

実際の児童のノートを例

示し，書き方のポイントを

説明している。 

 

 

（ページ数） 

１年―０Ｐ，２年―４Ｐ 

３年―４Ｐ，４年―４Ｐ 

５年―４Ｐ，６年―４Ｐ 

【学習の流れと言語活動】 

○特設ページ「学習の進め

方・わくわく算数学習」（４

Ｐ）で，学習の進め方を学

習内容と関連付けて示し

ている。また，上巻末の「資

料集」で説明の仕方等を示

し，説明している（２Ｐ）。 

 

 

 

（記載挿入単元数） 

１年―０，２年―０ 

３年―０，４年―０ 

５年―０，６年―０ 

【ノート指導】 

○特設ページ「考えがよくわ

かる わくわく算数ノー

ト」を設け，実際の児童の

ノートを例示し，書き方の

ポイントを説明している。 

 

 

（ページ数） 

１年―０Ｐ，２年―２Ｐ 

３年―２Ｐ，４年―２Ｐ 

５年―２Ｐ，６年―２Ｐ 

【学習の流れと言語活動】 

○上巻頭（１年のみ下巻頭）

に特設ページ「算数の学習

の進め方」（１Ｐ）で概要

を示し，上巻末に切り取っ

て使えるシート「学び方ガ

イド」（１枚）を付けてい

る。また，単元の中の「自

分でみんなで」においても

観点を示し，学習内容と関

連づけている。 

（記載挿入単元数） 

１年―２，２年―４ 

３年―４，４年―４ 

５年―４，６年―３ 

【ノート指導】 

○特設ページ「算数ノートを

つくろう」「つなげよう！

学びとノート」を設け，実

際の児童のノートを例示

し，書き方のポイントを説

明している。 

 

（ページ数） 

１年―２Ｐ，２年―４Ｐ 

３年―４Ｐ，４年―４Ｐ 

５年―４Ｐ，６年―２Ｐ 
 


